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【過去問 1】 

次の問いに答えなさい。 

（青森県 2005 年度） 

問２ 図のように，おもりをつるしたモノコードの弦
げん

をはじいて音の高低を調べた。より高い音が出るのはどれ

か，次の１～４の中から適切なものをすべて選び，その番号を書きなさい。ただし，弦をはじく位置は木片

とＡの中央とする。 

１ おもりをかえず，木片の位置をＡの方にずらす。 

２ おもりをかえず，木片の位置をＢの方にずらす。 

３ 木片の位置をかえず，おもりを１個取りはずす。 

４ 木片の位置をかえず，おもりを１個加える。 

 

 

問２  

 

問２ １，４ 

 

問２  高い音が出るのは，弦の長さが短いときと弦を張る力が強い（おもりの個数が多い）ときである。 
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【過去問 2】 

次の問いに答えなさい。 

（岩手県 2005 年度） 

問３ 右の図は，各辺の長さが６cm，10cm，16cm

の直方体のレンガを，Ａの面を上にして，ス

ポンジの上にのせた状態を表しています。Ａ，

Ｂ，Ｃの面をそれぞれ上にしてレンガをスポ

ンジにのせたとき，レンガがスポンジをおす

力と，その時にはたらく圧力の大小関係はど

のようになりますか。次のア～エのうちから

正しいものを一つ選び，その記号を書きなさ

い。 

 

ア おす力，はたらく圧力ともＡの面を上にしたときが最も大きい。 

イ おす力はＡの面を上にしたときが最も大きく，はたらく圧力はＣの面を上にしたときが最も大きい。 

ウ おす力は，Ａ，Ｂ，Ｃのどの面を上にしたときでも等しく，はたらく圧力はＡの面を上にしたときが最

も大きい。 

エ おす力は，Ａ，Ｂ，Ｃのどの面を上にしたときでも等しく，はたらく圧力はＣの面を上にしたときが最

も大きい。 

 

問３  

 

問３ エ 

 

問３ レンガの質量は変わらないので，おす力はどの面を上にしたときでも等しい。(圧力)＝(力の大きさ)÷(力を

受ける面積) なので，面積が小さいほど，圧力は大きくなる。 
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【過去問 3】 

太郎さんと一郎さんは，音の性質や伝わり方に興味をもち，次のような実験を行いました。また，音に，ヒト

がどのように反応するかについても調べました。これらについて，下の問いに答えなさい。 

（岩手県 2005 年度） 

実験１ 

太郎さんと一郎さんは，音の低いおんさＸとそれより音の高いおんさＹをたたいて，音のようす

をコンピュータの画面に表した。図Ⅰは，おんさＸをある強さでたたいた直後の音のようすであ

る。ただし，横軸は時間，縦軸は振動の幅を表している。 

実験２ 

太郎さんと一郎さんが，長い直線道路上に立ったところ，ちょうどその道路の延長線上で打ち上

げ花火が開いた。そこで二人は，直線道路上に，お互いに350ｍ離れた位置に立ち，花火が見えて

から音が伝わるまでの時間をはかることにした。一つの花火が見えた瞬間，二人ともストップウォ

ッチをおして計測を始め，花火の音が聞こえたとき二人ともストップウォッチをとめた。その後，

二人の計測時間の差から音のおよその速さを求めた。 

調べた結果 

図Ⅱは耳のつくりの模式図であり，図Ⅲは，刺
し

激
げき

が感覚器官に伝わったあと信号がどのように伝

わるかを模式的に表したものである。図Ⅲ中のＡ～Ｆは神経を表し，矢印は信号が神経を伝わる向

きを表している。花火の音を聞いてストップウォッチをおすまでの音の刺激の伝わり方は，次のよ

うに説明できることがわかった。 

花火が開いたところから伝わってきた空気の振動が，図Ⅱ中の（ ａ ）を振動させ，その振動が

音を伝える骨，うずまき管，感覚神経を経て脳に伝わり，脳がどのように反応するか決定する。そ

のあと脳からの信号が，（ ｂ ）神経とよばれる図Ⅲ中のＥを通って手の筋肉に送られ，ストップ

ウォッチをおすという反応をする。 

 

問１ 実験１で，おんさＹを，おんさＸと同じ強さでたたいた直後の音のようすは，おんさＸの場合と比べてどのよ

うになりますか。次のア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 振動の幅はほとんど変わらず，一定時間に振動する回数は多くなる。 

イ 振動の幅はほとんど変わらず，一定時間に振動する回数は少なくなる。 

ウ 振動の幅は大きくなり，一定時間に振動する回数も多くなる。 

エ 振動の幅は大きくなり，一定時間に振動する回数は少なくなる。 
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問２ 実験２で，太郎さんと一郎さんの計測時間は，それぞれ3.50秒と4.52秒でした。このとき，音の速さは何

ｍ/秒になりますか。小数第１位を四捨五入し，数字で書きなさい。ただし，ストップウォッチをおすまで

の二人の反応時間の差はないものとします。 

 

問１  

問２   ｍ/秒 

 

問１ ア 

問２ 343ｍ/秒 

 

問２ 速さ＝距離÷時間 より，350÷(4.52－3.5)＝約343〔m/秒〕である。 
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【過去問 4】 

次の問いに答えなさい。 

（秋田県 2005 年度） 

問４ 図４のように，スクリーンに向かって左側に長いろうそく，右側に短いろうそくをスクリーンと平行に置

き，凸レンズによってスクリーンにうつる像を凸レンズ側から調べた。 

① ２本のろうそくをＰの位置に置き，スクリーンを動かして像がはっきりうつるようにする。このときの像

はどうなるか，次から一つ選んで記号を書きなさい。 

  

② ２本のろうそくをＱの位置に置き，スクリーンに像がはっきりうつるようにする。このとき，凸レンズか

らスクリーンまでの距離と像の大きさは，２本のろうそくをＰの位置に置いた場合と比べてそれぞれどうな

るか，書きなさい。 

 

問４ 

①  

② 
距 離  

大きさ  

 

問４ 

① ウ 

② 
距 離 長くなる 

大きさ 大きくなる 

 

問４ ① 実像は，上下左右が逆になる。 

② 物体を焦点に近づけると，凸レンズからスクリーンまでの距離は長くなり，像の大きさは大きくなる。 
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【過去問 5】 

図１のような装置を組み，モノコードの弦をはじいたときに出る音の様子を，コンピュータを用いて調べた。

図２は，図１の手作りマイクのしくみを示したものであり，図３は，おもりを１個つけて弦をはじいたときの，弦

の出す音の振動の様子をコンピュータの画面に表示したものである。なお，モノコードの木片は，止め金の方向に

も，滑車の方向にも移動することができる。 

（山形県 2005 年度） 

 

問１ 同じ重さのおもりをもう１個つけて２個にし，弦の同じ位置をはじいた。このときのコンピュータの画面

の表示はどのようになるか。正しいものを，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。なお，ア～エの

目盛りの幅は図３と同じである。 

 

問２ この装置を用いて，おもりを１個にしたまま，図３に示すＸの間隔が狭くなるように弦を振動させるには

どうしたらよいか，書きなさい。 

 

問１  

問２ 

 

 

 

 

問１ エ 

問２ 
例 

木片を止め金の方向に移動して，弦のはじく方の長さを短くしてはじく。 
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問１ おもりを増やすと弦を張る強さが強くなるので，振動数が増え，音は高くなる。 

問２ おもりはそのままで，振動数を増やして高い音を出すには，弦の振動する部分の長さを短くする。 
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【過去問 6】 

力について調べるために，おもりとばねを用いて実験を行った。あとの問いに答えなさい。 

（山形県 2005 年度） 

【実験】 図１のように，透明なアクリルパイプの内側に入れたばねに，おもりを静かにのせて，静止したとき

のばねの長さをはかった。表は，その結果をまとめたものである。 

ただし，アクリルパイプとおもりやばねとの摩擦は無視できるものとし，ばねの重さは考えな

いものとする。 

表      

 

 

おもりの質量（g） ０ 45 90 135 180  

ばねの長さ（cm） 13.2 11.2 9.2 7.2 5.2  

問１ 力の大きさの単位はニュートン（Ｎ）であるが，1Ｎの力の大き

さに最も近いものを，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさ

い。 

ア １円硬貨１枚の重さ 

イ 500円硬貨１枚の重さ 

ウ 単１形マンガン乾電池１個の重さ 

エ 水１リットルの重さ 

問２ 図２は，おもりをばねにのせて，静止したときの，おもりには

たらく重力を，方眼上に示したものである。 

(１) おもりにはたらく重力とつり合っている力は，何が，何をお

す力か，書きなさい。 

(２) おもりにはたらく重力とつり合っている力を，図２に矢印でかきなさい。 

問３ 表をもとに，次の問いに答えなさい。 

(１) おもりの質量ごとの，ばねが縮んだ分の長

さを示すしるしを付け，また，おもりの質量

とばねが縮んだ分の長さとの関係がわかる

線も入れ，右のグラフを完成させなさい。 

(２) おもりの質量とばねが縮んだ分の長さに

は，どのような関係があるか，グラフから読

み取って書きなさい。 
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問４ 次に，このばねと台を用いて，図３のように，手のひ

らでばねに力を加え，台が床を下向きにおす力の大きさ

を 1.5Ｎにした。このとき，台と床がふれ合う面にかか

る圧力は何Ｐａ（パスカル）か，求めなさい。なお，台

と床がふれ合う面積は 50cm2で，10000Ｐａ＝１Ｎ/cm2で

あり，台と床は平らである。また，ばねと台の重さや大

気圧は考えないものとする。 

 

 

問１  

問２ 

(１) 
何が  

何を  

(２) 

 

問３ 
(１) 

 

(２)  

問４   Ｐａ 
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問１ ウ 

問２ 

(１) 
何が ばね 

何を おもり 

(２) 

 

問３ 
(１) 

 

(２) 比例の関係 

問４ 300 Ｐａ 

 

問１ １Nは約 100gの重さをもつ物体にはたらく重力に等しい。 

問２ このときのばねがおもりを押し返す力は，おもりにはたらく重力と大きさが等しく，逆向きである。 

問３ ばねの縮みとおもりの重さは比例している。 

問４ 圧力〔N/cm2〕＝力の大きさ〔N〕÷力を受ける面積〔cm2〕なので，1.5〔N〕÷50〔cm2〕＝0.03〔N/cm2〕＝300

〔Pa〕 
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【過去問 7】 

次の問いに答えなさい。 

（福島県 2005 年度） 

問３ 次の文の①，②にあてはまるものは何か。それぞれアかイのどちらかを選びなさい。 

タンポポをルーペで観察すると，上下左右がそのままの像が見えた。これは，①｛ア 実像，イ 虚

像｝である。また，タンポポをカメラで撮影することができるのは，レンズによってできた②｛ア 実

像，イ 虚像｝がフィルムにうつるからである。 

 

問３ 
①  

②  

 

問３ 
① イ 

② ア 

 

問３ 虚像は，実物と上下左右の向きが同じで，実物より大きい。 
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【過去問 8】 

次の問いに答えなさい。 

（茨城県 2005 年度） 

問５ 焦
しょう

点
てん

距離が 15cm の凸
とつ

レンズを用いて，物体がどのように見えるかを調べた。図のように光学台に凸レ

ンズを固定し，凸レンズから右へ 50cm の位置に「イ」と書いたパネルを置いた。次に，凸レンズから左へ

50cm の位置で，凸レンズをのぞいた。このとき，「イ」の文字の像はどのように見えるか図で示しなさい。

また，パネルを凸レンズから 10cmのところまで近づけたとき，見える像を何というか書きなさい。 

 

 

問５ 
文字の像  

像の名前  

 

問５ 
文字の像  

像の名前 虚像 

 

問５ 物体を凸レンズの焦点の外側に置くと，倒立の実像ができ，焦点の内側に置くと，虚像が見える。 
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【過去問 9】 

力と圧力に関する次の問いに答えなさい。ただし，大気圧の影響は考えないものとし，また，１Ｎ（ニュート

ン）の力の大きさは，質量 100gのおもりにはたらく重力の大きさと同じとする。 

（茨城県 2005 年度） 

問２ 直也さんは足の裏にかかる圧力を求めるために，足の裏の面積を測ったところ両足で 320cm2であった。

直也さんの質量を 64kg とすると，足の裏にかかる圧力は何Ｎ/ｍ2になるか求めなさい。ただし，足の裏に

は，どの部分にも同じ大きさの力がはたらいているものとする。 

問３ 次の文の あ ， い にあてはまる言葉を，ア～ウの中からそれぞれ一つずつ選んで，その記号を書

きなさい。 

直也さんは，両足で体重計にのっている状態から，静かに右足を上げた。このとき，体重計の示す値

は あ 。また，左足の裏にかかる圧力は い 。ただし，足の裏の面積は左右とも同じものとする。 

ア 半分になる イ 変わらない ウ ２倍になる 

 

問２   Ｎ/ｍ2 

問３ あ  い  

 

問２ 20000 Ｎ/ｍ2 

問３ あ イ い ウ 

 

問２ 320cm2＝0.032m2，64kg＝640Nである。また，圧力＝力の大きさ÷力を受ける面積 なので， 

640〔N〕÷0.032〔m2〕＝20000〔N/m2〕である。 

問３ 体重計にかかる力の大きさは変わらない。足の裏の面積は半分になるので，圧力は２倍になる。 
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【過去問 10】 

次の問いに答えなさい。 

（栃木県 2005 年度） 

問８ 何も入っていない試験管を水の中に入れると，試験管の表面が鏡のように銀色に見えることがある。その原

因は，ある角度よりも大きな入射角で光が当たると，屈折する光がなくなるためである。このような光の進

み方を何というか。 

 

問８  

 

問８ 全反射 
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【過去問 11】 

図１のような直方体があり，質量は３kgである。 

この直方体のＰ面を上にして，図２のように水平な床の上に置いた。図中

の矢印はこのとき直方体にはたらいた重力を表している。 

次に，図３のように，直方体のＰ面を上にしたまま，Ｑ面と反対の面

が，垂直に立つ壁に接するように置いた。その後，Ｑ面に手で一定の力

を加え，直方体を壁に押しつけた。図中の矢印は，「手が直方体を押した

力」を表している。 

このことについて，次の問いに答えなさい。ただし，力の矢印の長さは，

１kgの物体にはたらく重力の大きさを方眼の１目盛りとして表している。 

（栃木県 2005 年度） 

 

 

 

問３ 直方体を水平な床の上に置いたときに床にかかった圧力の大きさは，直方体を壁に押しつけたときに壁

にかかった圧力の大きさの何倍か。 

 

問３   倍 

 

問３ 0.5 倍 

 

問３ 圧力＝
力がはたらく面積

面を垂直に押す力
 Ｐ面の面積＝120cm2＝0.012m2，Ｑ面の面積＝40cm2＝0.004m2，質量３kg の物体

にはたらく力は 30N，壁を押す力は 20Nだから，床にかかった圧力＝
0.012

30
＝2500〔Pa〕， 

壁にかかった圧力＝
0.004

20
＝5000〔Pa〕となる。したがって，2500÷5000＝0.5〔倍〕 
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【過去問 12】 

次の問いに答えなさい。 

（群馬県 2005 年度） 

問８ 花火の光が見えてから，花火の音が聞こえるまでに 2.5秒かかった。光は瞬間的に伝わり，空気中での音

の速さを 340ｍ/秒とすると，花火が見えたところから花火までの距離はいくらですか。 

 

問８  

 

問８ 850ｍ 

 

問８ 距離＝速さ×時間 より，340×2.5＝850〔m〕である。 
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【過去問 13】 

圧力や力の性質を調べるため，次の実験１，２を行った。これに関して，あとの問いに答えなさい。問２，問

４の答えは，各問いの下のア～エのうちから最も適当なものを一つずつ選び，その符号を書きなさい。 

（千葉県 2005 年度） 

実験１ 質量が１kgの３種類の物体Ａ(縦５cm，

横５cm，高さ10cmの直方体)，物体Ｂ(半径

６cm，高さ10cmの円すい)，物体Ｃ(半径４

cm，高さ10cmの円柱)を用意し，図１のよう

に，水平な机の上に置いた。 

次に，水平な机の上にスポンジを置き，

その上に，図１と同じように，物体Ａを静

かにのせ，スポンジがどの位へこむかを調

べた。図２はその断面図である。物体Ｂ，

物体Ｃについても，同じように調べた。 

実験２ 図３のように，物体Ａにフックをつけ，

水平な机の上に置き，１個100gのおもりを

つるして，物体Ａに水平方向の力を加えた。 

次に，おもりの数をかえて，物体Ａがど

うなるかを調べた。結果は下の表のように

なった。 

 

 

 

 表 おもりの数 物体Ａの様子 注 滑車の影響は考えないものとする。 

 １ 個 静止したままであった。 

 ２ 個 静止したままであった。 

 ３ 個 動きだした。 

 

問１ 実験１で，図１のように，物体Ａを水平な机の上に置いたとき，机の面が物体Ａから受ける圧力の大きさ

は何Ｎ/cm2か。ただし，100gの物体にはたらく重力は１Ｎ(ニュートン)とする。 

問２ 実験１で，スポンジのへこみ方を比べると，どのようになるか。 

ア どの物体でも，スポンジのへこみは同じだった。 

イ 物体Ａの場合が，スポンジが一番へこんだ。 

ウ 物体Ｂの場合が，スポンジが一番へこんだ。 

エ 物体Ｃの場合が，スポンジが一番へこんだ。 
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問１   Ｎ/cm2 

問２  

 

問１ 0.4 Ｎ/cm2 

問２ イ 

 

問１ 圧力＝
力の大きさ

力を受ける面積
 である。１kg＝10N，底面積＝25cm2 なので，

25

10
＝0.4〔N/cm2〕である。 

問２ 物体Ａの底面積が最も小さい。力の大きさが同じとき，力を受ける面積が小さいほど圧力は大きい。 
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【過去問 14】 

Ａさんたちのグループは，博物館で行われた理科教室に参加し，観察や実験を行った。次の問いに答えよ。な

お，Ａ～Ｄは発言した生徒を示す。 

（東京都 2005 年度） 

【圧力の実験コーナーでの話し合い】 

Ａ：簡易ポンプでペットボトルの中の空気を抜くと，ペットボ

トルがつぶれたよ。 

Ｂ：どんな力がはたらいたのかな。 

Ｃ：空気が抜けて，まわりにある空気からおしつぶされたんだ

よ。 

Ｄ：空気に重さがあるから空気の圧力を受けたんだね。 

 

問２ 圧力とは何であるかを述べたものとして適切なのは，次のうちではどれか。 

ア 圧力とは，物質１cm3あたりの質量である。 

イ 圧力とは，１時間あたりに物体が移動する距離である。 

ウ 圧力とは，空気１m3中にふくまれている水蒸気の量である。 

エ 圧力とは，ふれ合う面の面積１cm2または１m2あたりを垂直におす力である。 

 

問２  

 

問２ エ 

 

問２ 圧力の大きさの単位はパスカル（Pa）で，１Pa＝１N/m２ である。 
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【過去問 15】 

次の問いに答えなさい。答えはそれぞれの１～４の中から最も適するものを一つ選び，その番号を書きなさい。 

（神奈川県 2005 年度） 

問２ 水中にある光源から，水面に向かってななめに光を出し，そのときの光の進み方を調べる実験を行ったと

ころ，水から出て空気中を進む光と，水面で反射して水中を進む光にわかれた。空気中を進む光と，水中を

進む光の向きは，下の図の①～④のどれになると考えられるか。ただし，図中の点線は，光源から出た光が，

水面にあたる点を通り，水面に垂直に引いてある。 

１．空気中を進む光の向き－①，水中を進む光の向き－③ 

２．空気中を進む光の向き－①，水中を進む光の向き－④ 

３．空気中を進む光の向き－②，水中を進む光の向き－③ 

４．空気中を進む光の向き－②，水中を進む光の向き－④ 

 

 

問２  

 

問２ ４ 

 

問２ 光が水中から空気中に出るとき，屈折角は入射角より大きくなる。また，光が水面で反射するとき，入射角

と反射角は等しくなる。 
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【過去問 16】 

光の性質を調べるために，次の実験を行った。この実験に関して，下の問１～問４の問いに答えなさい。 

（新潟県 2005 年度） 

実験 下の図のように，光学台にＬ字型の模様のついた光源と凸レンズを配置し，スクリーンを移動させ

て，像をうつした。 

 

問１ 光が空気と凸レンズの境界面で曲がる現象を何というか。その用語を書きなさい。 

問２ この実験で，凸レンズ側から見たスクリーン上の像として，最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，

その符号を書きなさい。 

 

問３ 右の図は，この実験の光源と凸レンズの位置関係を模式的に

表したものであり，図中の点Ｆ1，Ｆ2はこの凸レンズの焦点であ

る。このとき，光源の上の点Ｐから出た光のうち，Ｆ1，Ｆ2を通

る光の道すじを解答用紙に線でかいて，点Ｐから出た光がレン

ズを通って集まる位置を ● 点で示しなさい。 

 

問４ この実験で，スクリーンに像がうつっているときに，光源と凸レンズの位置は変えずに，凸レンズを焦点

距離の短いものに取り替えたところ，像がうつらなくなった。そこで，スクリーンを移動させ，新たに像が

うつるようにした。そのときのスクリーンの位置と像の大きさについて説明している文として最も適当なも

のを，次のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア スクリーンの位置を凸レンズに近づけると，はじめにうつっていた像より小さな像がうつった。 

イ スクリーンの位置を凸レンズに近づけると，はじめにうつっていた像より大きな像がうつった。 

ウ スクリーンの位置を凸レンズから遠ざけると，はじめにうつっていた像より小さな像がうつった。 

エ スクリーンの位置を凸レンズから遠ざけると，はじめにうつっていた像より大きな像がうつった。 
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問１  

問２  

問３ 

 

問４  

 

問１ 屈折 

問２ イ 

問３ 

 

問４ ア 

 

問１ 光が種類の違う物質の中に入ったとき，曲がって進む現象を屈折という。 

問２ スクリーン上には，実物とは上下左右が逆になった像がうつる。 

問３ F1を通る光はレンズ通過後は光軸に平行に進み，光軸に平行に進んだ光はレンズ通過後に F2を通る。 

問４ 焦点距離が短いレンズに変えたときと，光源と凸レンズの距離を遠くしたときは，像が小さくなる。 
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【過去問 17】 

光について次の実験を行った。あとの問いに答えよ。 

（福井県 2005 年度） 

〔実験１〕 図１のように，Ａ点からはしきりで直接には見えない光

源が，鏡によりＰ点にあるように見えた。 

〔実験２〕 図２のように，「４」の字形に自ら光る光源を用いて，

光源やスクリーンの位置を変えながら，凸レンズによる像

のできる位置やそのでき方を調べた。 

下の表はその結果を示したものである。ただし，ａは凸

レンズと光源までの距離，ｂははっきりとした像ができた

ときの凸レンズとスクリーンまでの距離である。 

 

 

    

 

 

 

結果

１ 

結果

２ 

 ａ〔cm〕 60 40 

 ｂ〔cm〕 30 40 

    

問１ 実験１で，光源から出た光が鏡で反射してＡ点に進む光の道すじを実線（－）で書け。 

問２ 実験２の結果１で，光源の大きさが図３のようであったとき，スクリー

ンのうしろ側から見た像のでき方で最も適当なものを図４のＡ～Ｅから選

んで，その記号を書け。 

問３ 実験２の結果１で，図５のように凸レンズの上半分に光が通らないよう

に厚紙を前に置いたとき，像はどのように変わるか。最も適当なものを次

のア～エから選んで，その記号を書け。 

 

ア 大きさや明るさは変わらないが，上半分が消える。 

イ 大きさや明るさは変わらないが，下半分が消える。 

ウ 形や明るさは変わらないが，大きさが小さくなる。 

エ 形や大きさは変わらないが，明るさが暗くなる。 

問４ 凸レンズの焦点距離は何 cmか。 

問５ 実験２で，光源を焦点の内側に置くと虚像が見えた。その後，さらに光源を凸レンズに近づけていくとき，

虚像の大きさはどのように変化していくか。最も適当なものを次のア～ウから選んで，その記号を書け。 

ア 大きくなっていく イ 変わらない ウ 小さくなっていく 
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問１ 

 

問２  

問３  

問４ cm 

問５  

 

問１ 

 

問２ Ｅ 

問３ エ 

問４ 20 cm 

問５ ウ 

 

問１ Ａ点とＰ点を直線で結び，鏡の面との交点から光源とＡ点へ直線をひく。 

問２，問４ 結果２はａとｂの距離が等しいので，ａとｂは焦点距離の２倍の距離である。したがって焦点距離は

20cmである。結果１のａは焦点距離の２倍より大きいので，像の大きさは光源より小さくなる。また実像は上下

左右が逆になる。 

問５ 光源の位置がレンズの焦点から遠ざかると，虚像の大きさは小さくなる。 
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【過去問 18】 

圧力について次の実験を行った。あとの問いに答えよ。 

（福井県 2005 年度） 

〔実験２〕 図３のように，３辺がそれぞれ５cm，10cm，20cmであ

る質量400gの直方体Ａと，直方体Ａより重い直方体Ｂを

準備した。はじめに，直方体ＡのＺ面を下にしてスポンジ

にのせ，スポンジのへこみを測定した。次に，図４のよう

に，直方体ＡのＸ面に直方体Ｂを重ねて，ふたたびスポン

ジの上にのせるとへこみははじめのときと同じだった。 

 

問３ 実験２の下線部のとき，直方体Ａがスポンジを押す圧力は何Ｐ

ａか。ただし，100gの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 

問４ 直方体Ｂの質量は何 gか。 
 

問５ 図４で，直方体ＢのＳ面を下にして，直方体Ａの上に置き直した。スポンジのへこみはどうなるか。最も

適当なものを次のア～ウから選んで，その記号を書け。 

ア へこみは大きくなる イ 変わらない ウ へこみは小さくなる 

 

問３   Pa 

問４   ｇ 

問５  

 

問３ 800 Pa 

問４ 1200 ｇ 

問５ イ 

 

問３ 圧力＝
力がはたらく面積

面を垂直に押す力
 この物体にはたらく重力の大きさは４N，力がはたらく面積は 0.005m2であるか

ら，4÷0.005＝800〔Pa〕である。 

問４ 200cm2＝0.02m2であり，スポンジのへこみが等しいので，直方体ＡとＢが押す力の和をx〔N〕とすると，
0.02

x

＝800 である。これを解くとx＝16だから，直方体Ｂの質量は 1600－400＝1200〔g〕である。 
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【過去問 19】 

次の文を読み，問いに答えなさい。 

（長野県 2005 年度） 

視点や尺度を変えて自然をみつめると，その新たな一面に気づくことがある。例えば，Ⅰのようにａ月

から地球をながめると，地球と太陽の位置関係をとらえることができる。また，ｂ菌類や細菌類を高倍率

で観察すると，Ⅱのようにその形や数の多さをとらえることができる。さらに，銀を電子顕微鏡でみると，

Ⅲのようにｃ原子の粒が規則正しく並んでいるようすをとらえることができる。 

 

 

問３ 右図の直方体を，月面上でＰ面を下にして，また，地球上でＱ面を下にして，

水平な机の上に置いたとする。次の文の Ａ ， Ｂ に入る整数を書きなさい。

ただし，月面上で物体にはたらく重力の大きさは地球上の６分の１とする。 

 

地球上で机が直方体を支える力の大きさは，月面上で直方体にはたらく重力の大きさの Ａ 倍であ

る。また，地球上で机が直方体から受ける圧力は，月面上で受ける圧力の Ｂ 倍である。 

 

問３ 
Ａ   倍 

Ｂ   倍 

 

問３ 
Ａ ６ 倍 

Ｂ 12 倍 

 

問３ 圧力＝机を押す力÷机に接している面積 で定義される。Ｑ面の面積はＰ面の面積の
2

1
で，直方体にはたらく

重力は地球では月の６倍であることから，Ｑ面の圧力は，Ｐ面の 6×2＝12〔倍〕である。 
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【過去問 20】 

Ⅰの問いに答えなさい。 

（長野県 2005 年度） 

Ⅰ 図１の装置で太さの異なる２本の弦を用い，おもりの数と木片の位置を

変えて，木片とＰ点の中央を同じ強さではじき，音の高さを調べた。ただし，

弦の張りの強さはおもりの数で変わり，弦の材質は同じである。また，表１

は実験条件の組み合わせの一部である。  

問１ 弦の張りの強さによる音の高さの違

いを調べるには，表１のａ～ｅのうち，

どれとどれを比較すればよいか。記号を

書きなさい。 

 表１ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

 おもりの数 １個 １個 ２個 ２個 ２個 

弦の太さ 太い 細い 太い 細い 細い 

木片の位置 Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ 

  

問２ 最も高い音が出たのはどの組み合わせのときか。表１のａ～ｅから１つ選び，記号を書きなさい。 

 

問１ と 

問２  

 

問１ ｂ と ｅ 

問２ ｄ 

 

問１ 弦の張りの強さはおもりの数によって変化する。弦の太さや木片の位置を同じにして調べる。 

問２ 弦を強く張り，細い弦を使って，振動する部分を短くすると高い音が出る。 
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【過去問 21】 

太郎さんと花子さんは，夏休みのある日，家族で山に登った。次の文は，そのときの会話の一部である。会話を参

考にして，問いに答えなさい。 

（岐阜県 2005 年度） 

〔会話４〕 

 

太郎： 向こうに見える山の斜面は，冬はスキー場になるんだね。 

花子： そういえば，靴
くつ

をはいて雪の上を歩くと，足が雪にめりこむのに，どうしてスキーをは

くと，ほとんど雪にめりこまないの。 

太郎： 体重は同じなのに，不思議だね。 

 母： 雪とふれ合う面積を考えると説明できるわよ。 

問４ スキーをはくと，靴をはいて歩くときに比べて，足がほとんど雪にめりこまないのはなぜか。「雪とふれ

合う面積」ということばを用いて，簡潔に説明しなさい。 

 

問４ 

 

 

 

 

問４ 
スキーをはくと，靴をはいているときよりも雪とふれ合う面積が大きくなり，雪にはた

らく圧力が小さくなるから。 

 

問４ 圧力＝力の大きさ÷力を受ける面積 なので，力の大きさが同じでも，力を受ける面積が大きければ圧力は小

さくなる。 
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【過去問 22】 

次の問いに答えよ。 

（愛知県 2005 年度 A） 

問２ 図のように，壁に固定されている表面が平らな正方形の鏡がある。鏡の正面にまっすぐに立ち，自分の姿

を鏡にうつした。鏡にうつって見えたのは自分のひざから上の部分であった。そこで，自分の全身を鏡にう

つすために，近づいたり遠ざかったりして鏡を見た。この結果わかったことについて述べた文として最も適

当なものを，下のアからエまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 

ただし，鏡や自分の大きさは図のとおりとし，壁，鏡，自分は床に対して垂直であり，鏡の上下の辺は床

に平行であるものとする。 

 

ア 鏡を正面にして，鏡に近づいても遠ざかっても，全身を見ることはできなかった。 

イ 鏡を正面にして，鏡から遠ざかると，全身を見ることができた。 

ウ 鏡を正面にして，鏡に近づくと，全身を見ることができた。 

エ 鏡を正面にして，ある場所に立ったときは全身を見ることができたが，それ以外の場所では全身を見る

ことはできなかった。 

 

問２  

 

問２ ア 

 

問２ 全身を見るための条件は，鏡の下端の位置が，身長の半分の高さの位置より下にあり，鏡の上下の長さが，

身長の半分より長いことである。 
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【過去問 23】 

直
ちょく

方
ほう

体
たい

のれんがと直方体のスポンジが１つずつある。このれ

んがを，最も面積が大きい面を下にしてこのスポンジの上に置く

と，れんがは図１のようにスポンジをへこませて静
せい

止
し

した。次にこ

のれんがを最も面積が小さい面を下にしてこのスポンジの上に置

くと，れんがは図２のようにスポンジをへこませて静止した。この

実験について，次の問いに答えなさい。 

（三重県 2005 年度） 
 

問１ れんがの質量が２kgであるとき，このれんがにはたらく地球の重力の大きさはおよそ何Ｎか，最も適当な

ものを下のア～エから一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア．およそ２Ｎ イ．およそ 20Ｎ 

ウ．およそ 200Ｎ エ．およそ 2000Ｎ 

問２ 図１で，れんががスポンジを押す力の大きさをＦ1，れんががスポンジに加える圧
あつ

力
りょく

の大きさをＰ1とし，

図２で，れんががスポンジを押す力の大きさをＦ2，れんががスポンジに加える圧力の大きさをＰ2とすると

き，Ｆ1とＦ2を比
ひ

較
かく

した結果とＰ1とＰ2を比較した結果を正しく表したものはどれか，最も適当な組み合わせ

を下のア～エから一つ選び，その記号を書きなさい。 

 ア イ ウ エ 

Ｆ1とＦ2を比較した

結果 
等しい Ｆ1の方が小さい 等しい Ｆ1の方が小さい 

Ｐ1とＰ2を比較した

結果 
等しい 等しい Ｐ1の方が小さい Ｐ1の方が小さい 

 

問１  

問２  

 

問１ イ 

問２ ウ 

 

問１ 質量100gの物体にはたらく重力の大きさが約１Nである。 

問２ 圧力＝面を押す力÷力のかかっている面積 より，スポンジに接している面積が大きいほど，加わる圧力は小

さい。また，レンガの置き方を変えても，スポンジを押す力は変わらない。 
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【過去問 24】 

次のⅠ図のような，質量 300g の均質な直方体がある。Ⅱ図は，この直方体が水平な床に置かれて静止してい

るようすを表したものである。これについて，下の問いに答えよ。ただし，質量 100g の物体にはたらく重力の大

きさを１Ｎとする。 

（京都府 2005 年度） 

  

問１ Ⅰ図の直方体を水平な床に置くとき，この直方体が床におよぼす圧力は，床と接する面によって異なる。

最も小さくなるときの圧力は何Ｎ/ｍ2か求めよ。 

 

問１   Ｎ/ｍ2 

 

問１ 50 Ｎ/ｍ2 

 

問１ 圧力〔N/m2〕＝力の大きさ〔N〕÷力を受ける面積〔m2〕。物体にはたらく重力は一定なので，面積の最も大きい面

を下にしたときの圧力が最も小さくなる。3〔N〕÷（0.3〔m〕×0.2〔m〕）＝50〔N/m2〕 
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【過去問 25】 

地球上の物体はすべて空気の重さによる圧力を受けている。このことに興味をもったＴさんは，圧力について

考えてみた。次の問いに答えなさい。 

（大阪府 2005 年度 前期） 

問１ １気圧はおよそ何Pa（パスカル）か。次のうち最も適しているものを一つ選び，記号を書きなさい。 

ア 100Pa イ 1000Pa ウ 10000Pa エ 100000Pa 

問２ 図Ⅰのように，同じ金属でできた大きさ

の異なる三つの立方体Ａ，Ｂ，Ｃを水平な

台の上に置いた。立方体Ａ，Ｂ，Ｃの一辺の

長さはそれぞれ５cm，７cm，10cmである。

立方体Ａにはたらく重力の大きさは10Ｎ

（ニュートン）である。ただし，ここでは大

気圧の影響は考えないものとする。  

① 立方体Ａの質量はおよそいくらか。次のうち最も適しているものを一つ選び，記号を書きなさい。 

ア 10g イ 100g ウ 1㎏ エ 10㎏ 

② 台が立方体Ａから受ける圧力は何 Paか。 

③ 三つの立方体Ａ，Ｂ，Ｃにおいて，質量は体積に比例している。台が立方体Ａ，Ｂ，Ｃから受ける圧力

をそれぞれ a Pa，b Pa，c Pa とするとき，a，b，c の関係を正しく表している式は次のア～ウのうちどれ

か。一つ選び，記号を書きなさい。 

ア a＜b＜c イ a＝b＝c ウ a＞b＞c 

 

問１  

問２ 

①  

②   Pa 

③  

 

問１ エ 

問２ 

① ウ 

② 4000 Pa 

③ ア 

 

問１ １気圧＝約100000Pa＝1000hPa である。 

問２ ① 100gの物体にはたらく重力は，およそ１Nである。 
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② 圧力〔Pa〕＝
力の大きさ〔N〕

力を受ける面積〔m2〕
である。立方体Ａの底面積は 25cm2＝0.0025m2 なので，

0.0025

10
＝4000

〔Pa〕である。 

③ 立方体の体積は１辺の３乗に比例し，底面積は１辺の２乗に比例する。圧力〔Pa〕＝
力の大きさ〔N〕

力を受ける面積〔m2〕

であり，質量は体積に比例するので，１辺の長さがx倍のとき，圧力は，
3

2
x
x

＝x〔倍〕である。したがって，圧

力は１辺の長さに比例する。 
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【過去問 26】 

真理さんは，水を入れたペットボトルがレンズのはたらきをして太陽光を集め，火事になったという話を聞い

た。そこで，本当に光が集まるかどうかを確かめるため，理科室にあった半円形レンズと透明な炭酸飲料用のペッ

トボトルを使って，次の実験を行った。下の問いに答えなさい。 

（和歌山県 2005 年度） 

実験(１) 図１のように，半円形レンズの平らな面の中心Ｏに光源装置から光をあてながら，このレ

ンズを回転させて，光の進み方を調べた。図２，図３は，半円形レンズを真上から見たとき

の光の進み方を矢印で示したものである。 

(２) 次に，図４のように，水を入れたペットボトルに光源装置から平行な３本の光をあて，光

の進み方を調べた。 

 

 
 

問１ 図２のような位置に，半円形レンズを置いたとき，中心Ｏにあたった光は，アとイの２つの向きに進んだ。

入射した光がアの向きに進む現象を何というか。また，イの向きに進む現象を何というか，それぞれ書きな

さい。 

問２ 図３のような位置に，半円形レンズを置いたとき，中心Ｏにあたった光は，ウの向きともう１つ別の向き

に進んだ。光が進んだもう１つ別の向きを，解答らんの図に矢印でかき入れなさい。 

問３ 実験(２)で，ペットボトルにあたった平行な３本の光は，その後，どの向きに進んだか。次のア～エの中

から適切なものを１つ選んで，その記号を書きなさい。ただし，ア～エの模式図は，ペットボトルを真上か

ら見たときの光の進み方を矢印で示したものである。 
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問１ 
ア  

イ  

問２ 

 

問３  

 

問１ 
ア 反射 

イ 屈折 

問２ 

 

問３ ウ 

 

問２ 光は，入射角と反射角が等しくなるように反射する。 

問３ 光は，ペットボトルに入るときと，空気中に出るときの２回屈折する。 
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【過去問 27】 

鏡やレンズを使って，物体がどのような見え方をするのかを調べた。それぞれの実験について，問いに答えな

さい。 

（鳥取県 2005 年度） 

［鏡を用いた実験］ 

実験１ 

図１のように，鏡に近い方から  

と書かれた４枚の紙を頭上にはり，

鏡の正面に立った状態で，これらの文字がどの

ように見えるかを調べた。 

問１ 鏡で見ることのできる文字として，最も適当

なものを，次のア～エからひとつ選び，記号で

答えなさい。 
 

 

実験２ 

図２のように，90°の角度で開いた２枚の鏡の前に人

形を置き，どのようなうつり方をするのかを調べた。 

問２ 人形のうしろから見たとき，２枚の鏡にうつる像とし

て，最も適当なものを，次のア～エからひとつ選び，記号

で答えなさい。 
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［レンズを用いた実験］ 

実験３ 

図３のような光学台を用いて，凸レンズと半透明のスクリーンを動かしながら，スクリーン上にでき

る像について調べた。数値は，電球からのそれぞれの距離を表している。 

 

問３ 図３のような位置にあるとき，物体と同じ大きさの実像がスクリーン上に見えた。このときの電球からス

クリーンまでの距離Ｘはいくらか，求めなさい。 

問４ 問３のとき，スクリーン上に見えた像として適当なものを，次のア～エからひとつ選び，記号で答えなさ

い。 

 

問５ 次の文中の（ ① ），（ ② ）にあてはまる適当な語句の組み合わせを，下のア～エからひとつ選び，記

号で答えなさい。 

図３の状態から凸レンズを物体に近づけ，スクリーンの位置を変えると，スクリーン上に物体より

（ ① ）実像が見えた。さらに近づけていくと，スクリーンの位置を変えても実像が見えないので，

スクリーンをはずして凸レンズをのぞいてみると，物体より（ ② ）虚像が見えた。 

ア ①大きな ②小さな 

イ ①大きな ②大きな 

ウ ①小さな ②小さな 

エ ①小さな ②大きな 

 

問１  

問２  

問３   cm 

問４  

問５  
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問１ エ 

問２ ア 

問３ 90 cm 

問４ ウ 

問５ イ 

 

問１ 鏡に当たった光は入射角と反射角が等しくなるように反射する。「し」「ゃ」と書かれた紙から出た光は，鏡

の面で入射角と反射角が等しくなるように反射して実験する人の目に入ることができるが，「は」「ん」と書か

れた紙から出た光は，鏡の面より上の部分で反射しないと入射角と反射角が等しくならないので，鏡で反射し

て実験する人の目に入ることはない。 

問２ 中央に見える像は，鏡で２回反射した光によってできた像である。 

問３ 物体と同じ大きさの実像ができるのは，物体とスクリーンの中央に凸レンズがあるときである。物体と凸レ

ンズの距離は40cmなので，スクリーンと凸レンズの距離も40cmである。 
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【過去問 28】 

おもりを使って，物体にはたらく力を調べた。問いに答えなさい。 

（鳥取県 2005 年度） 

Ⅰ 図１のように，300gのおもりをニュートン目盛りのばねはかり（ニュートンはかり）につるし，目盛りを読

みとった。図２は，200gの木片の上に，300gのおもりを置いたようすを表したものである。 

   

問１ 図１のとき，ニュートンはかりが示す値はおよそ何Ｎか，答えなさい。 

 

問１   Ｎ 

 

問１ ３ Ｎ 

 



3 身近な物理現象(中１)光・音・力 2005 年度 

40 

【過去問 29】 

次の問いに答えなさい。 

（島根県 2005 年度） 

問３ 図２のようなモノコードを使って，音の大きさや高さについ

て調べた。次の１，２に答えなさい。 

（島根県 2005 年度） 

１．はじめに弦
げん

をはじいてから，次に弦の張り方を強くして同じ

強さではじいた。弦の張り方を強くすると音がどのように変化

するか，次のア～エから正しいものを一つ選んで記号で答えな

さい。 

 

ア 音は大きくなる。 イ 音は小さくなる。 

ウ 音は高くなる。 エ 音は低くなる。 

 

２．図３のように，ａの部分がｂの部分より短くなるように三角

柱をおいて，ａの部分とｂの部分の弦を同じ強さではじいた。

そのときの音の説明として正しいものを，次のア～エから一つ

選んで記号で答えなさい。 

ア ｂに比べて，ａの部分をはじいたときの方が振動数が少なく，低い音に聞こえる。 

イ ｂに比べて，ａの部分をはじいたときの方が振動数が少なく，高い音に聞こえる。 

ウ ｂに比べて，ａの部分をはじいたときの方が振動数が多く，低い音に聞こえる。 

エ ｂに比べて，ａの部分をはじいたときの方が振動数が多く，高い音に聞こえる。 

 

問３ 
１  

２  

 

問３ 
１ ウ 

２ エ 

 

問３ ２ 弦の長さを短くすると，振動数が多くなり，高い音になる。 
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【過去問 30】 

次の問いに答えなさい。 

（岡山県 2005 年度） 

問３ 図２は，不
ふ

透
とう

明
めい

なカップにコインを入れて，ななめ上から見た写

真である。目の位置は変えずに，このカップに水をいっぱいに入れ

るとコインは浮かび上がって見えた。 

この理由を説明した次の文の に当てはまることばを

書きなさい。 

水中から空気中へ進む光の入射角が屈折角よりも 

 から。  

 

問３  

 

問３ 小さい 

 

問３ 水中から空気中へ進む光は入射角が屈折角より小さいので，水面に近づくように屈折するが，屈折した光も

直進した光も目に入ると同じように見えるので，コインは屈折してきた光の延長上にあるように見える。その

ため，コインは浮かび上がって見える。 
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【過去問 31】 

次の問いに答えなさい。 

（広島県 2005 年度） 

問２ 図１に示した器具を用いて，弦が出す音の大きさや高さを変える方法について調べる実験をしました。ま

た，図２に示した器具を用いて，おんさが出す音のようすをコンピュータで観察する実験をしました。図３

は，そのときのコンピュータの画面の一部を示したものです。図３中の横軸は時間を，縦軸は振動の幅を表

しています。これについて，下の(１)～(３)に答えなさい。 

 

(１) 次の文章は，図１に示した器具を用いた実験で，弦をはじいて音を出すとき，弦が出す音の大きさや高

さを変える方法について述べたものです。文中の ① ・ ② にあてはまる語をそれぞれ書きなさい。 

弦が出す音を大きくするには，弦を ① はじく。また，弦が出す音を高くするには，振動する部分の

長さを ② する。 

(２) 図２のおんさより高い音が出るおんさがあります。このおんさが出す音のようすをコンピュータで観

察しました。次のア～エの中で，そのときのコンピュータの画面の一部として考えられるものはどれです

か。その記号を書きなさい。ただし，ア～エの横軸・縦軸の１目盛りの大きさは，図３と同じものとしま

す。 

 

(３) 打ち上げ花火を遠くで見ると，花火が光ってから，音が聞こえるまでに少し時間がかかります。花火が

光った位置から2500ｍ離れた地点では，光が見えてから音が聞こえるまでに7.2秒かかりました。このと

き，音の伝わる速さは何ｍ/秒ですか。答えは，小数第１位を四捨五入して，整数で答えなさい。 

 

問２ 

(１) 
①  

②  

(２)  

(３)   ｍ/秒 
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問２ 

(１) 
① 強く 

② 短く 

(２) エ 

(３) 347 ｍ/秒 

 

問２ (1) 弦を強くはじくと，振動の幅が大きくなり，音が大きくなる。また，弦の振動する部分の長さが短いほ

ど，弦の張り方が強いほど，高い音が出る。 

(2) 高い音が出るおんさのコンピュータ画面は，一定時間に振動する回数が多い。 

(3) 音は2500mを7.2秒で進んでいるので，伝わる速さは 2500÷7.2＝約347.2〔m/秒〕。 
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【過去問 32】 

次の文章，図について，あとの問いに答えなさい。 

（広島県 2005 年度） 

ある学級の理科の授業で，図１に示した装置を用いて，太陽の表面のようすを観察しました。図２は，

そのときの太陽の表面のようすをスケッチしたものです。また，あとの文章は，その理科の授業における，

先生と生徒の会話の一部です。 

  

先生：スケッチに見られる黒いはん点のようなものは，何でしたか。 

生徒：黒点です。なぜ黒点は黒く見えるのですか。 

先生：黒点は，まわりよりも温度が低いために，黒く見えます。太陽の表面温度は約6000℃で，黒点

の温度は約4000℃です。 

生徒：太陽はとても熱いですね。 

… 

問１ 図１中の天体望遠鏡に使われている凸レンズは，光

の屈折の性質を利用して光を集めることができます。右

の図は，ある凸レンズを模式的に表しており，線分ＡＢ

は凸レンズの軸を示しています。この凸レンズに太陽の

光を当てたところ，光が図の線分ＡＢ上の１点に集まり

ました。この点を何といいますか。その名称を書きなさ

い。 

 

 

問１  

 

問１ 焦点 

 

問１ 凸レンズの軸に平行な光を当てると，凸レンズを通った光は１点に集まる。この点を焦点という。焦点はレ

ンズの両側にある。 
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【過去問 33】 

図１のように，茶わんの底に硬貨を置き，水を入れた

ところ，硬貨が図２のように少し浮かび上がって見えた。

この現象に興味をもったＨさんは，光の性質について調べ

るために，次のような実験を行った。下の問１～問４に答

えなさい。 

（山口県 2005 年度） 
 

［実験］ 

① 図３のように，透明な円形の水そうに水を半

分まで入れ，図３のＡ点から円形の水そうの中

心であるＯ点に向けて光源装置の光線を入れ

た。 

② Ａ点から入れた光線の道すじを観察した。図

４はこのときのようすを表したものであり，Ａ

点から入れた光線は， で示すとおりＯ点

で向きを変え，Ｂ点に進んでいた。 

③ 光源装置の光線をＡ点よりも水面近くからＯ

点に向けて入れたところ，光線はすべて水面で

反射しているのが観察された。 

 

 

問１ ［実験］の②のように，光線が異なる物質を進むとき，境界面で進む向きが変わる現象を何というか。書

きなさい。 

問２ ［実験］の②において，Ｏ点からＢ点に進む光線とともに，Ｏ点で反射した光線が観察された。Ｏ点で反

射した光線の道すじを図４にかきなさい。 

問３ ［実験］の③で観察された現象を光の全反射という。この現象を利用した，情報通信に使われているガラ

ス繊維(ガラスの線)を何というか。書きなさい。 

問４ 図５は，Ｈさんが水の入った茶わんの底にあ

る硬貨をＥ点から見たとき，硬貨が浮かび上が

って見えたようすを説明するための図である。 

茶わんに水を入れることにより，茶わんの底

にある硬貨上のＣ点がＤ点に浮かび上がって

いるように見えたとして，Ｃ点から出た光線が

Ｅ点まで進む道すじを図５にかきなさい。 
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問１  

問２ 

 

問３  

問４ 

 

 

問１ 屈折 

問２ 

 

問３ 光ファイバー 

問４ 

 

 

問２ 光は入射角と反射角が等しくなるように反射するので，反射角は 45度になる。 

問４ 目は，屈折してきた光と直進してきた光を区別することはできない。Ｃ点から出て水面で屈折してＥ点まで

進んだ光は，Ｄ点からＥ点まで直進してきたように見える。 
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【過去問 34】 

次の問いに答えなさい。 

（徳島県 2005 年度） 

問４ 光学台を使った実験において，スクリーン，

凸レンズ，物体の位置が図４のようになったと

き，スクリーン上に像がはっきりと映った。こ

のときのスクリーン上には，物体の像がどのよ

うな形で映るか，ア～エから１つ選びなさい。 

 

 
 

問４  

 

問４ ウ 

 

問４ 実像は，上下左右が逆になる。 
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【過去問 35】 

次の問いに答えなさい。 

（香川県 2005 年度） 

問１ 次の実験Ⅰ，Ⅱについて，あとの(１)，(２)の問いに答えよ。 

実験Ⅰ 右の図Ⅰのように，記録用紙の中心に，鏡の面を合わせて

垂直に立て，鏡に当たった光の進む道すじを調べた。 

(１) 右の図Ⅱのように，Ｐから光を鏡に入射させた。このとき，

鏡で反射する光の進む道すじを解答欄の図中に実線（－）

で記入せよ。 

 

 

実験Ⅱ 右の図Ⅲのように，記録用紙の中心に，ガラス製の半円形

レンズの平らな面の中心を合わせて置き，ガラスから空気中に出

る光の進む道すじを調べた。 

(２) 次の文は，このときの結果について述べようとしたものである。文中の

２つの（ ）内にあてはまるものを，㋐，㋑から一つ，㋒，㋓から一つ，

それぞれ選んで，その記号を書け。 
 

Ｐから光をレンズの平らな面の中心に入射させたとき，ガラスから空気中に出た光は， 

（㋐ 図Ⅳ  ㋑ 図Ⅴ）のように進む。ガラスから空気中に出るとき，屈折角は入射角より 

（㋒ 大きい  ㋓ 小さい）。 

  

 

問１ 
(１) 

 

(２) と 
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問１ 
(１) 

 

(２) ㋐ と ㋒ 

 

問１ (1) 光は入射角と反射角が等しくなるように反射する。 
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【過去問 36】 

次の問いに答えなさい。 

（高知県 2005 年度） 

問４ 下の図１のように，三つの面をＡ，Ｂ，Ｃとする質量 700gの直方体がある。図２は，水平な台の 

 

上に，図１の直方体をＡの面を上にして置

いたものである。図３は，水平な台の上に，

図１の直方体をＣの面を上にして置いたも

のである。このとき直方体と台がふれあう

面にかかる圧力を比べると，図２の台が受

ける圧力は図３の台が受ける圧力の何倍に

なるか，書け。 

 

問４   倍 

 

問４ 
2

1
 倍 

 

問４ 圧力〔Pa〕＝力の大きさ〔N〕÷力を受ける面積〔m2〕で，図２，図３では力の大きさは同じなので，台に接

する面の面積が小さいほど，ふれあう面にかかる圧力は大きくなる。 
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【過去問 37】 

光の性質について，次の問１，問２の問いに答えなさい。 

（佐賀県 2005 年度 前期） 

問１ 光の進み方を調べるために，うす暗い場所でレーザ

ー光源を用いて，次の【実験１】，【実験２】を行った。

下の(１)～(４)の各問いに答えなさい。 

 

 

 
【実験１】 

 
  

① 図１のように，Ａ～Ｃの３点をしるした水

そうを用意し，レーザー光をＡ点にあたるよ

うにして，光源の位置と向きを固定した。 

② 図２のように，水そうに蒸留水を注いだと

ころ，光のあたる位置がＢ点に移動した。 

③ さらに，蒸留水を少しずつ注ぐと，光のあ

たる位置がＣ点の方へ移動した。 

(１) レーザー光が水中を通るとき，光の道すじが見え

るようにする方法を簡潔に書きなさい。 

(２) 【実験１】の③で，入射角と屈折角は，【実験１】

の②のときと比べてそれぞれどうなるか。次のア～

ウの中から一つずつ選び，記号を書きなさい。 

ア 大きくなる 

イ 小さくなる 

ウ 変化しない 



3 身近な物理現象(中１)光・音・力 2005 年度 

52 

 
【実験２】 

 

 

 

  

④ 図３のように，蒸留水を入れた透明な水そ

うを用いてレーザー光をＯ点に向けてあて，

空気中に進む光と水面で反射する光の道す

じを観察した。 

⑤ 図４のように，レーザー光をＯ点に向けて

あてながら，矢印（ ）の方向にレーザー

光源を移動させ，光の道すじを観察した。 

(３) 【実験２】の④で，Ｏ点で空気中に進む光と水面

で反射する光は，それぞれ図３のア～キのどの点を

通るか。一つずつ選び，記号を書きなさい。 

(４) 【実験２】の⑤で，レーザー光の入射角がある角

度以上になると，光はすべて水面で反射して空気中

に出てこない。この現象を何というか。その名称を

書きなさい。 

問２ とつレンズが，ついたてにどのような像をつくるかを調べるために，電球の方から見て，図５のように見

える矢印の形をくりぬいた黒い板を使い，図６のような装置を用いて【実験３】を行った。下の(１)～(４)

の各問いに答えなさい。 

  
 

【実験３】 
 

  

とつレンズの位置を固定し，図６のように，黒い板を取り付けた電球を十分離れた位置から

とつレンズに近づけていった。このとき，像ができるようについたても動かし，とつレンズか

らついたてまでの距離と像の大きさを調べた。 
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(１) 【実験３】で，ついたてにできた像は，電球の方から見てどのような形になるか。次のア～エの中から

一つ選び，記号を書きなさい。また，このように光が実際についたてに集まってできる像を何というか。

その名称を書きなさい。 

  
  

(２) 【実験３】の下線部のような操作を行ったとき，とつレンズからついたてまでの距離と像の大きさは，

それぞれどのようになるか。その組み合わせとして適当なものを，次のア～エの中から一つ選び，記号を

書きなさい。 

 とつレンズからついたてまでの距離 像の大きさ 

ア 長くなる 小さくなる 

イ 長くなる 大きくなる 

ウ 短くなる 小さくなる 

エ 短くなる 大きくなる 

(３) 【実験３】で，ついたてにできた像と同じ種類の像はどれか。次のア～エの中から一つ選び，記号を書

きなさい。 

ア カメラのフィルム上にできる像 イ ルーペで拡大されて見える像 

ウ 顕微鏡で見える像 エ 鏡にうつる像 

(４) 太陽の光を用いて，とつレンズのしょう点距離を求めるにはどのようにしたらよいか。その方法を簡潔

に書きなさい。 

 

問１ 

(１) 
 

 

(２) 
入射角  

屈折角  

(３) 
空気中に進む光  

水面で反射する光  

(４)  

問２ 

(１) 
形  

名 称  

(２)  

(３)  

(４) 
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問１ 

(１) 
例 

セッケンを少量溶かす。／牛乳を少量入れる。 

(２) 
入射角 ウ 

屈折角 ウ 

(３) 
空気中に進む光 ウ 

水面で反射する光 カ 

(４) 全反射 

問２ 

(１) 
形 ウ 

名 称 実像 

(２) イ 

(３) ア 

(４) 

例 

とつレンズを通して太陽光線を一点に集め，とつレンズの中心からその点ま

での距離を測る。 

 

問１ (1) 光を通さない小さな粒を水に入れる。光はその粒によってさまざまな方向に反射し，光の道すじとして

見ることができる。セッケンや牛乳には，光を通さない小さな粒が多数含まれている。水に溶けるものを入れ

た場合，光はさまたげられないので，光の道すじを見ることはできない。 

(2) 水面は平行に上昇するので，レーザー光と水面に垂直な直線がつくる角（入射角）は変化しない。 

(3) 空気中に進む光は，水面に近づくように屈折する。水面で反射する光は，入射角と反射角が等しくなるよう

に反射する。 

(4) 入射角を大きくしていったとき，入射角が 90度になる前に，屈折角は 90度になる。入射角をそれ以上大き

くすると，光は空気中に出ることができなくなり，光はすべて水面で反射する。この現象を全反射という。光

通信に使われている光ファイバーは，この全反射を応用したものである。 

問２ (1) 実像は，上下左右が逆になる。 

(3) イ，ウ，エは，光が集まって像をつくってはいないので虚像である。 
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【過去問 38】 

次は，太郎さんと秋子さんが水槽の金魚を見ていたときの会話文の一部である。下の問いに答えなさい。 

（長崎県 2005 年度） 

太郎：水槽の上から金魚を見ると，実際よりⓐ浅いところにいるように見えるね。 

秋子：横から水面を見上げると，ⓑ水面が鏡のようになって，金魚がうつって見えるよ。 

太郎：ほんとうだ。きれいだね。 

秋子：そういえば，水の入った丸い金魚鉢がⓒ凸
とつ

レンズのように光を集めて火事になることもあるそ

うだよ。気をつけなくちゃ。 

太郎：人間の目にも凸レンズみたいなものがあって，光を集めてⓓ像
ぞう

を結んでいるんだ。 

秋子：ⓔ水草も光を受けとっているよね。 

太郎：光合成のことだろう。生物は光合成でつくられた酸素を使って呼吸をしているんだ。 

秋子：そう。でも，呼吸で酸素はどう使われているのかな。 

問１ 下線部ⓐのように見えるのは，金魚に当たってはね返った光が

どのように進むからか。図１のア～エから選べ。 

問２ 下線部ⓑの現象は全反射という。この原理を応用したものは，

次のどれか。 

ア 光ファイバー イ 発光ダイオード 

ウ 蛍光灯 エ コンタクトレンズ  

問３ 下線部ⓒについて，図２のように，ろうそく，焦
しょう

点
てん

距離８cmの凸レンズを置き，レンズの右側にスクリ

ーンを置いて像が鮮明にうつるように調節した。ただし，図２にはスクリーンはかいていない。 

(１) ろうそくから凸レンズまでの距離を16cmにしたとき，凸

レンズからスクリーンまでの距離は何cmにすればよいか。 

(２) 次に，(１)の状態からろうそくを凸レンズへ２cm 近づ

けた。凸レンズからスクリーンまでの距離と像の大きさは

(１)のときとくらべてどうなるか。次から選べ。 
 

ア 距離は長くなり，像は大きくなる。 イ 距離は長くなり，像は小さくなる。 

ウ 距離は短くなり，像は大きくなる。 エ 距離は短くなり，像は小さくなる。 

 

問１  

問２  

問３ 
(１)   cm 

(２)  
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問１ イ 

問２ ア 

問３ 
(１) 16 cm 

(２) ア 

 

問１ 金魚から出た光は水面で屈折するが，屈折した光も直進した光も目に入ると同じように見えるので，金魚は，

屈折してきた光の延長上にあるように見える。そのため，金魚は実際より浅いところにいるように見える。 

問３ (1) ろうそくの位置は焦点距離の２倍である。このとき，像は焦点距離の２倍の位置にできる。 

(2) ろうそくを焦点に近づけるほど像の大きさは大きくなり，像のできる位置は凸レンズから遠くなる。 
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【過去問 39】 

次の問いに答えなさい。 

（熊本県 2005 年度） 

問２ 紙コップを用いて，音の性質と圧力について調べた。 

由
ゆ

香
か

の班は，27図のように紙コップに磁石とコイルを

はりつけ，紙コップの振動を電気信号に変える装置を組

み立てた。この装置を，28図のように，コンピュータに

接続し，音さＰをたたいて，コンピュータに振動のよう

すを表示させた。29図は，そのとき表示された振動のよ

うすである。ただし，横軸の１目盛りは1000分の１秒で

ある。 

(１) この実験では，音さＰの振動が空気中を伝わって，

紙コップを振動させた。29図のａは，振動１回分の時

間を示しているので，実験に用いた音さＰの振動数は 

ヘルツとなる。 に適当な数字を入れなさい。 

 

 

(２) 29図のｂは振動の幅を示している。この幅を大きくする

方法を，ア～オからすべて選び，記号で答えなさい。 

ア 音さＰよりも高い音を出す音さを，同じ強さでたたく。 

イ 音さＰよりも低い音を出す音さを，同じ強さでたたく。 

ウ 音さＰをより強くたたく。 

エ コイルの巻き数を増やし，音さＰを同じ強さでたたく。 

オ コイルの巻き数を減らし，音さＰを同じ強さでたたく。  

さらに由香の班では，30図のように，磁

石とコイルをはりつけた紙コップＡ，Ｂを

糸でつなぎ，コンピュータでそれぞれの振

動のようすを同時に表示できる装置を組

み立てた。ただし，糸はぴんと張ってあり，

紙コップＡの底とＢの底との間は３ｍに

なるようにした。 
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(３) 紙コップＡの底から50cmはなれたＱ

の位置で糸を指ではじいたところ，31図

のような振動のようすが表示された。紙

コップＡとＢとをつないでいる糸を振

動が伝わる速さは何ｍ/秒か，求めなさ

い。ただし，横軸の１目盛りは10000分

の１秒である。 
 

(４) 空気中を伝わる音の速さは，①（ア 約34ｍ/秒  イ 約340ｍ/秒  ウ 約3400ｍ/秒）であり，

(３)の結果から，この実験で糸を伝わる音の速さは，空気中を伝わる音の速さと比べて②（ア 速い  

イ 同じ  ウ 遅い）ことがわかる。①，②の（ ）の中からそれぞれ正しいものを一つずつ選

び，記号で答えなさい。 

明雄の班では，32図のように，水平な床の上に紙コップ４個を置

き，その上に板とバケツを乗せ，紙コップが均等に板とバケツを支

えるような装置を組み立てた。バケツに水を少しずつ加えていく

と，板と水の入ったバケツの質量の合計が88kgに達したとき，紙コ

ップはつぶれた。100gの物体にはたらく重力を１Ｎとして，次の各

問いに答えなさい。 

(５) 紙コップがつぶれたとき，紙コップ１個当たりにかかっていた

重力の大きさは何Ｎか，求めなさい。 

(６) 32図の紙コップの代わりに，33図のような，１辺の長さが４cmの

立方体の木片４個を用いて，木片の上面全体が均等に板とバケツを

支えるようにした。板とバケツの質量の合計が4.8kgであったとき，

板と接する木片１個の上面にかかる圧力は何Ｎ/ｍ2か，求めなさい。 

 

 

 

問２ 

(１)  

(２)  

(３)   ｍ/秒 

(４) ①  ②  

(５)   Ｎ 

(６)   Ｎ/ｍ2 
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問２ 

(１) 200 

(２) ウ，エ 

(３) 2000 ｍ/秒 

(４) ① イ ② ア 

(５) 220 Ｎ 

(６) 7500 Ｎ/ｍ2 

 

問２ (1) 振動１回分の時間は0.005秒なので，１秒間の振動数は，1÷0.005＝200〔ヘルツ〕である。 

(3) 速さ＝距離÷時間 である。Ｑから紙コップＡとＢまでの距離の差と，振動が伝わる時間の差はそれぞれ，

２m，
10000

10
秒＝

1000

1
秒 であるから，2÷

1000

1
＝2000〔m/秒〕である。 

(6) 圧力＝
力の大きさ

力を受ける面積
 である。板と接する面積の合計は 16〔cm2〕×4＝64〔cm2〕＝0.0064〔m2〕だから，

0.0064

48
＝7500〔N/m2〕である。 
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【過去問 40】 

花子さんと太郎さんは，野外で観察または体験したことについて，実験や調査を行った。問いに答えなさい。 

（大分県 2005 年度） 

問１ 花子さんが砂場で10円玉を落としたところ，［図１］の

ように，縦向きでは砂にめりこんだが，横向きではめりこ

まなかった。そこで，花子さんは次のような仮説を立て

た。 

［仮説］「力が同じでも，力を受ける面積が小さいほど力

の効果は大きい。」 

 

 

① ［図２］のようなスポンジと直方体の角材を使用して，

花子さんの仮説を確かめたい。どのような実験をすれば

よいか，文字，図，またはその両方を用いて簡潔に説明し

なさい。 

② 花子さんは，自宅の畳の上に置いている机について考えてみた。質量５kgの机には脚が４本あり，１本の

脚の断面積は25cm2で，それぞれの脚が畳を押す力の大きさは等しいものとする。机の脚が接している部分

の畳が受ける圧力は何Ｎ/ｍ2か，求めなさい。ただし，100gの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 

 

問１ 
① 

 

 

 

 

②   Ｎ/ｍ2 

 

問１ 

例 

 

② 5000 Ｎ/ｍ2 

 

問１ ② 圧力＝
力の大きさ

力を受ける面積
 である。５kg＝50N，25cm2＝0.0025m2 だから，

50

0.0025×4
＝5000〔N〕である。 
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【過去問 41】 

次の問いに答えなさい。 

（宮崎県 2005 年度） 

問２ 凸レンズによってできる像について調べるため，図Ⅲのような装置を使って，次の実験を行った。表Ⅰは，

その結果である。下の(１)～(３)の問いに答えなさい。 

〔実験〕 

① 物体を光学台の左側に固定し，焦点距離 15cmの凸レンズと半透明のスクリーンを動かし，スクリーン

上にはっきりとした，いろいろな大きさの像をつくった。 

② 物体と凸レンズの距離ａを 60cm，40cm，30cm，18cm，10cmにして，はっきりとした像ができるときの，

凸レンズとスクリーンの距離ｂをはかり，物体と比べた像の大きさや向きをスクリーンのうしろから見

て記録した。 

表Ⅰ     

 

測定回数 
距離ａ 

〔cm〕 

距離ｂ 

〔cm〕 

スクリーン上の 

像の大きさ 

スクリーン上の 

像の上下・左右の向き 

１回目 60 20 小さい 逆 

２回目 40 24 小さい 逆 

３回目 30 30 同じ 逆 

４回目 18 90 大きい 逆 

５回目 10 － 像はできない － 

     

(１) 表Ⅰの１～４回目の測定で，スクリーン上にできた像を何といいますか。 

(２) 表Ⅰの５回目の測定では，スクリーン上に像ができなかった。このとき，電球を消してから，スクリー

ンをとりはずして凸レンズを通して物体を見ると，物体と比べた像の大きさと向きはそれぞれどうなって

いるか。次のア～エからそれぞれ適切なものを１つずつ選び，符号で答えなさい。 

ア 逆 イ 同じ ウ 小さい エ 大きい 

(３) 実験で使った凸レンズを焦点距離20cm の別の凸レンズにかえて，スクリーン上に物体と同じ大きさの

像ができるようにした。このとき，物体とスクリーンの距離は何cmになっていると考えられますか。 

 

問２ 

(１)  

(２) 
像の大きさ  

像の向き  

(３)   cm 
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問２ 

(１) 実像 

(２) 
像の大きさ エ 

像の向き イ 

(３) 80cm 

 

問２ (1) スクリーン上に実際にできる像なので実像である。 

(2) ５回目の測定では物体は焦点の内側にあるので，できるのは虚像である。 

(3) スクリーン上に物体と同じ大きさの像ができるのは，ａ，ｂが焦点距離の２倍になったときである。 
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【過去問 42】 

次の【Ａ】の問いに答えなさい。 

（沖縄県 2005 年度） 

【Ａ】 水平な床の上に物体を置いた。 

問２ 図２は各辺の長さが 10cm，20cm，５cm の直方体の物体で

ある。面Ａを下にして床に置いたとき，床が物体から受ける

圧力の大きさは，面Ｂを下にして置いたときの圧力の何倍に

なるか。答えなさい。 

 

 

問２ 倍 

 

問２ ４ 倍 

 

問２ より，力の大きさが同じとき，圧力の大きさは力を受ける面積に

反比例する。面Ａの面積は，面Ｂの面積の４分の１倍なので，面Ａを下にして床に置いたとき床が受ける圧力

は，面Ｂを下にして床に置いたときの４倍となる。 
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【過去問 43】 

次の【Ａ】の各問いに答えなさい。 

（沖縄県 2005 年度） 

【Ａ】 光の進み方と光の速さ，音の速さについて調べた。 

（沖縄県 2005 年度） 

問１ 図１で水中から空気中へ光が進むときの，真横から見た光の道

すじとして最も適当なものを，図１のア～エから１つ選び記号で

答えなさい。 

問２ 図１で水中からの入射角を大きくすると，空気と水の境界面で

光はすべて反射する。この現象を何というか。答えなさい。 

問３ 地上から上空の 雷
かみなり

を観測した。雷の光と音の説明として最も

適当なものを，次のア～エから１つ選び記号で答えなさい。 

 

ア 観測者と雷の距離が遠いほど，光が見えてから音が聞こえるまでの時間は短い。 

イ 観測者と雷の距離が遠いほど，光が見えてから音が聞こえるまでの時間は長い。 

ウ 観測者と雷の距離が近いほど，光が見えてから音が聞こえるまでの時間は長い。 

エ 観測者と雷の距離によらず，光が見えてから音が聞こえるまでの時間は一定である。 

問４ 上空に打ち上げた花火を見た。花火が開くのが見えてから２秒後にドンと音が聞こえた。開いた地

点までの距離は700ｍであった。このとき音の伝わる速さは何ｍ/秒か。答えなさい。  

 

問１  

問２  

問３  

問４   ｍ/秒 

 

問１ エ 

問２ 全反射 

問３ イ 

問４ 350 ｍ/秒 

 

問４ 速さ＝距離÷時間 より，700÷2＝350〔m/秒〕。 

 

 


